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大管長会メッセージ

「もし汝 らに

備 えあ らば

怖 るるこ となか らん」

第二副管 長

マ リオ ン ・G・ 日ム ニ ー

私 たち末日聖徒は・啓示の中で知らされ
ているこ，ともあ り，他の どの民よ りも

今 日の様々な間題に対処す る備 えが よくで

きていると私は思い ます。襲い来 るそれ ら

の問題 を私 たちは詳 しく知 ってお り， それ

を解決す る鍵 を握 っています。

大抵の人は，世界情勢や 自分個人の経験

を，固定観念化 した特定の標準に照らして

解釈す る傾向があるようです。試練やス ト

レスの 多いこの末 日に，全能の主が御 自分

の民を導き守って下 さるとい う事実は，'非

常に早 くか ら私の固定観念になっています。
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子供 の頃，私は破壊的な革命によって分

裂 したメキシコに住んでいました。政府軍，

革命軍双方の軍隊が互 いにあちこちで追撃

を始め るにつれて，私 は非常 に不安にな り，

動揺 しました。私は，革命軍が北部のシウ

「神は悪人が義人を亡ぽすのを

許したまわないから，あらゆる人

が神のはげしい怒りを蒙る日がじ

き{こくる」(1二 一ファイ22：16)

ダー ド・フアレスか らチワワヘ，そ して政

府軍が南部 の トレオンか ら同じチワワヘ進

軍 しているとい う知 らせ を受けた時のこと

をよ く覚 えてい ます。両軍がわずか16キ ロ

しか離れていないカサ ・グランデではち合

わせ し，戦いが始まった時，私の不安 は驚

きへ，実際恐怖へ と変わっていきました。

仲間の中でも冒険心 に富んだ者 たちは，モ

ンテスマ山の頂上に登 り， そこか ら双眼鏡
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で戦いの様子 を見ていました。

こうした刺激的な忘れ去 ることのできな

い幼年時代の経験 もあって， メキシコの地

に戦いがあった間，私 には心の平安 といっ

た教義 を理解することは困難 なこ とで した。

しか しそれで も，慈愛深い母が小 さな子供

たちに子守歌 を歌 ってあげなが ら寝か しつ

けるの を見聞きしているうちに，私の恐怖

心はい くらか和 らいで きました。母の歌 う

歌の言葉が私を慰めて くれたのです。その

言葉 のい くつかは，3分 の2世 紀 という長

い間，私の心の中に残 っています。それは

讃美歌，「導 きたまえよ」の中の歌詞です。

地のどよめ くとき おそれ を救 い

地のさば きの 日は シオンに救 いませ

(讃美歌90番)

また，パー レー ・P・ プラッ トの次の歌

詞 です。

待 ちに待て り かばいて 自由

人に与 う

地は火により きよめたまえ

(讃美歌28番)

W・W・ フェルプスの詩 もそ うです。

エホバにわれ ら頼 りゆかん

なや み多き末の 日に

刈 り入れ果て主，来ます 日に

義人 とともによみがえらん

(讃 美歌124番)



年が経つにつれ，私は少 しずつ聖典に親

しむようになりました。そ して， この希望

と勇気に満 ちた美 しい詩 を書いた兄弟 たち

は，啓示によって，主が予見 し予言された

災いの中にあっては，主が聖徒 たちを守 り

たもうとい う知識があったことを知 りまし

た。二一ファイは，私 たちの時代 をこう語

っています。

「神 は悪 人が義人 を亡ぼすの を許 したま

わないか ら，あ らゆ る人が神のはげ しい怒

りを蒙る日が じきに くる。それであるか ら，

神がそのはげしい怒 りを下 した まい義人た

ちを守 るために火をもってその敵 を亡ぽ さ

ねばな らな くとも神はその能力で必ず義人

たちを守 りたもう。故に義人はおそれるに

及ばない，予言者の言葉に 『た とえ火の力

を以てす るに至 るともかれらは救わるべ し』

とあるか らである。」(1二 一ファイ22：16-

17)

主 は 啓示によって，教義 と聖約の 「はし

がき」をお与えになった時，御 自身の啓示

され たこ とを進んで 「すべての人に知 らし

める」 と言われ ました。

「そは
，われは人々 を偏 り見 る者にあ ら

ざれば，すべての人々 をしてその 日の速に

来 るを知 らしめん と思 えばな り。而 して

地 より平和の取 り去 られ，悪魔 自らの領土

を支配する時はなおいまだしといえ ども今

や近 きにあり。され ど主 もまたその聖徒 ら

を支配 し，その真中にあ りてこれを統治せ

ん。而 してイヅ ミヤ，すなわちこの世 に下

る審判のために天 より降 り来らん。」(教 義

と聖約1：35-36)

イエ ス御 自身，オ リブ山で弟子たちを前

私たちが福音に従った生活をす

るならば，争いは起こりません。

しか し，私は，たくさんの人々が

櫓い改めて大きな苫難に遭わなく

なるとは思っていません。

に立たれた時，私 たちの時代 とその後の時

代 を予見されました。弟子たちがエルサレ

ムの滅亡 について， また主の再臨の しるし

につ いて尋ねた時， イエスはこめように答

えてお られます。「この 民(御 自身の生 き

ておられた時代の人々)は 滅亡 して万国の

民の中に散 らされん。…・

され どこれ らの民は再び集め られん。さ

れ ど，異邦 人の時満つ るに及ぶまでそのま
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まに置かれん。その 日，戦につ きて聞かん，

また戦のうわさにつ きて聞かん。全世 界は

揺れ動 き，人々は怖れおののき……人々の

愛は冷やかにな り，不法は満つべ し1。異邦

人の時始まるに及び，暗きに坐する者の中

に光輝や き出でん， この光はわが完全なる

福音な りとす。されど彼 らはその光 を受け

入れず。そは，彼 ら光 を認め ざれば，人の

教えの故によりてわれにこころを背 くれば

な り。而 して，その時代に異邦 人・の時満つ

るべ し。 この時に当 り，その世 に立ちて而

も地に溢 るる懲 しめ を見終 りて後始めて過

ぎ行 く人々在るべ し。世 を滅ぼすべ き疫病，

地 を覆 うべければな1)。 されどわが弟子た

ちは，聖地に立 ちて動 くこどなかるべ し。

され ど悪 しき人々の中には，声 を挙げて神

をのろい死ぬる者たちあ らん。 また地震 も

至る所に起 り多 くの荒廃 は来 らん。され ど

なお人々はわれに向いてこころを頑 固に し，

互いに剣 を執 りて殺 し合 うべ し。」(教 義 と

聖約45：19乎25-33)

私 は，心に平安 を抱こうとする人々は，

試練や悩みの中にあってそれ をどう維持 し

てい くか を知 ってお く必要がある と思いま

す。私たちが福音に従った生活 をす るなら

ば，争い は起 こ りませ ん。平和でいられ る

はずです。 しか し私は， たくさんの人々が

悔 い改めて大 きな苦難に遭わな くなるとは

思 っていませ ん。再 び救 い主の言葉 に戻 り
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ましょう。先程 引用 した言葉 を語 られたイ

エスは，弟子たちが悩んでいることを知っ

てお られ ました。イエスは彼 らにこのよう

に言 ってお られ ます。 「汝 らこ ころを悩 ま

すことなかれ。そはすべてこれ らの事起 る

聖霊を受け，その導きに従うな

らば，この混乱 した時代にあって

守られ，支えられる人々の中に加

えられるでしよう。

時は，汝 らに為せる約束の成就するを汝 ら

の知 らんが故な り……およそわれ を畏 るる

者は，来るべ き主の大いなる日，すなわち

人の子の来る徴 を待 ち望 みつつ あらん。而

して，人々種々の徴 と驚異 とを見ん。これ

らの徴は仰 げば天にあ り，伏 して見れば地

に示 さるべければな り。人々は，血 と火 と

姻霧 とを見ん。主の 日来 る前， 日輪は暗 く

な り，月は血 と変 り，諸々の星は天 より落



つ るべ し。而 して，残 れ る人々はこの地

(エ ルサ レム)に 集めらる。その時，彼 ら

われ を求めん。見 よ，われ来 らん。而して

彼 ら，われ能力 と大いなる栄光 の衣を着け

て天の雲に乗 り，すべての聖 き天使 らと共

に来るを見ん。而 して，およそわれを油断

なく待たざる者 は断ち切 られん。」

ここに鍵があ ります。

「わが栄光をもて来 るその 日に
，十人の

処女につきてわが語 りしたとえは成就すべ

し。賢 くして真理を受け入れ聖霊の導 きに

従い騙 され ざりし者は……伐 られて火に投

げ入れ らるるこ とな くその 日に堪 うるべ

し。」(教 義 と聖約45：35，39-44，56-57)

「賢 くして真理 を受 け入れ聖霊の導きに

従 い騙 されざりし者」(教 義 と聖約45：56

-57)で す
。正 しいことをしようとしてい

ると言うだけでは，安心 とは言えませ ん。

安心できる人々 とい うのは，聖霊の導 きに

従って騙されない人々であると思い ます。

そのような人々は，伐 られて火に投げ入れ

られることなく，その日に堪えることがで

きるのです。

「地はゆず りとして彼 らに与 えられ」ま

す。この地は，私たちの敵に受け継がれる

ことはないのです。

「地はゆず りとして彼ら(す なわち聖霊

の導 きに従い騙 されざりし者)一に与 えられ，

彼らは殖え満 ちて強 くな り， その子孫 らは

罪 を犯すことな く育 ちて救 いに入 らん。主

は彼 らの中に在 りてその栄光は彼 らの上に

輝 き，主 は彼 らの王 に して立法者たるべ

し。」(教 義 と聖約45：58-59)

救 い主は，「聖霊の導きに従 い騙 され ざ

りし者」(教 義 と聖約45：57)と 言われた

時，聖霊 について語 ってお られたのではな

いか と思います。聖霊 とは真理のみたまで

す。主がここで言われている聖霊 また今述

べ た私の考える聖霊 を受けるということは，

天か らの啓示に よって導かれるということ

です。私は確かにそのような導 きが受けら

れると信 じています。

1839年 ，予言者 ジョセフ ・ズ ミスはエラ

イヤス ・ヒグビー と共 にワシン トンに行 き，

そこで大勢 の政 治家 と会見 しました。彼は

合衆国大統領 とも何度か会見 しています。

ある会見の際，バ ン ・ビューレン大統領は

「私たちの教会 は他の教会 とどう異なって

いるのか といった質間 をした。 これに対 し

てジ ョセフ兄弟 はこ う答えた。最大の相違

のひ とつは，バプテスマの施 し方である。

また按手礼によって聖霊の賜を受 けること

もそうである。他に考えられることは，す

べ て聖霊 の賜 に関連 した こ とであ る。」

(EZs∫o抄 げ 渉h6C宛郷ohr教 会 歴 史」4：

42〉

私 たちは聖霊 を受けてい ます。教会の会

員 である私たちはそれぞれ頭に手 を置かれ，
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その儀 式が もたらす範囲で聖霊の賜 を受け

ています。 しか し思い起 こしてみると，私

が確認の儀 式を受 けた時には，聖霊が私の

ところへ降 るようにとは指示 され ませ んで

した。私の方が 「聖霊 を受けよ」 と指示 さ

れたのです。私が聖霊 を受け，その導 きに

従 うならば，この混乱 した時代にあって守

られ，支 えられる人々の中に加えられるで

しょう。これはみなさん方 もそ うです。そ

して聖霊の導 きに従 った生活をするすべて

の人々がその中 に加 えられるのです。「も

し汝 らに備えあらば怖 るるこ となか らん。」

(教 義 と聖約38：30参 照)ま さにその通 り

です。

ホ ー ム テ ィー チ ャ ー へ の 提 案

1， 備 えをし主を信頼することの祝福

について個 人的な経験 を述べ る。

家族の人々に，主 を信頼すること

と備えをすることに対す る気持ち

を述べ てもらう。

2.「 聖霊 を受け，聖霊の導 きに従 う

人々'は……この混乱 した時代 にあ

って守 られ，支え られる人々の中

に加 えられるでしょう」 というロ

ムニー副管長 の言葉にっいて話 し

合 う。

3.家 族が生涯起こ り得 るいかなる困

難に対 して も， 自らを霊的，情緒

的に備 えることのできる方法を話

し合 う。

4.こ の記事の中に，家族が声 を出し

て読 んだ方が良いような引用や聖

句，あるいは家族 と一緒に読みた

いと思 う聖句がほかにあるだろ う

か。

5.前 もって訪問先の家長 と打 ち合 わ

せてお くと， よい話 し合いがで き

るのではないだろうか。信仰 と備

えに関 して，定員会 リーダーや監

督か ら家長 に対 して何か メッセー

ジがないだろうか。
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ii蒙熱

苦難 の時のために
(ブリガム ・ヤング大学での講演からの抜粋)

ジ ェ フIJ一 ・R・ ホ ラ ン ド

噛 れか らごく一般的で
，いつ どこにおい

ても起 こりうるひとつの問題について

話 してみよっと思います。私 はそれが一種

の悪 であると思 っています。少な くとも，

私たちの成長 を妨げ，失意 をもた らし，希

望 を失わせ，さらにひどい悪へ と私たち、を

追いや る破壊的影響力 を持っ、たものである

ことを私 は知っています。私が この事柄に

ついて話 したいのは，サタンが その悪 しき

業 を働 くにあたって， これほ ど狡猜に利用

しているものはほかにないと思 うか らです。

それは疑いということです。特に 自己に対

鐙r警
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す る疑い，す なわち失意あるいは失望 とい

うことです。

そ うかと言って， この世 の中に心 を悩 ま

す ものがほか に全然ないと言 っているので

はあ りません。個 人として， あるいは地域，

国家，国際社会 という集団 として も，私 た

ちの生活には，確かに幸福 を脅かす ものが

数 多く見受け られます。 しか し，私が今問

題 としているのは，新聞で読んだ りラジオ

で聞いた りするものではありませ ん。ニュ

ースの見出しにはならないか もしれませ ん

が，皆 さんの 日記や個人の歴史について考

えれば，"大切 なものです。そのことを取 り

あげて， もう少 し個人的な問題 として述べ

てみたい と思います。

最初に，作家F・ スコッ ト・フ ィッツジ

ェラル ドの言葉 を引用 したい と思います。

「困難が必ず しも落胆 と結びつ く訳ではな

い。……落胆それ 自体は一種 の細菌の よう

な ものであ り， ちょうど関節炎が関節が動

かないこととは異なるように，落胆 と困難

との間には何の相関関係 もないのである。」

("丁吻C耀6ゐ 一⑰"エ ドモ ン ド・ウィル ソン

編，p.77)・

問題はだれにでもあ ります。しか し，落

胆 とい う 「細菌」は，フ ィッツジェラル ド

の言葉 を借 りるならば，困難や問題の中に

あるのではなく，私たち自身の中にあるの

です。 もっ と明確に言 うならば，それは暗

黒の君であ り偽 りの父であるサタンか ら出

ているのです。サ タンは私 たちが落胆の細

菌に冒されるのを望 んでいます。 この細菌

は小 さい場合が多いのですが，やがて活動

を始め，成長 し， そして広が っていきます。

時には習慣化 し，その人の生活や思いの一

部 となって しまうことがあ ります。そ うな
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皆さんは全力を尽くして働き，正

しい生活をしているにもかかわら

ず，負担に感じたり，困難に思っ

たりする状況に出くわすことがあ

るかもしれません。それでも勇気

を奮ってがんばって下さい。

ると計 り知れないほどの打撃 を受 けること

にな ります。それは霊にとっても大 きな打

撃 です。と言 うの も，落胆す るこ とによっ

て信仰，希望，愛 とい う最 も大 きな宗教的

献 身がむしばまれるか らです。私 たちは自

分の殻に閉 じ込 もり，消極的にな り，そし

て人をキ リス トに近づけ るこれ らの最高 の

徳さえも失ってしまうのです。こ うして私

たちは不幸になり，す ぐに他 の人々をも不

幸 な気持 ちに して しまい，結局はルシフェ

ルが笑 うことになるのです。

ほかの細菌 について も言えることですが，

私 たちを落胆させ るものに対 して少 し予防

のための薬 を使 う必要があ ります。ダ ンテ

は，こう述べています。「飛んで くるのが見

える矢は飛び方が遅い ものです。」(「神曲」

天国編， 第17歌27行 ，平 川祐弘訳)

私 たちの大切な教 えの中に も次のような

言葉があ ります。「而 して，天使たちは天の

唯中をかけ りて大声に叫び，神のラッパを

吹 き鳴 らして言わん 『備 えよ，備えよ。』」

(教義 と聖約88：92)

「も し汝 らに備えあ らば怖 るることなか

らん。」(教 義 と聖約38：30〉

恐れは反対す る気持 ちから くる ものです。，



聖典は備 えること，予防することが落胆や

敗北に対抗す る最大の武器 である と教 えて

います。

たとえば，皆さんは金銭上の問題で気落

ち しているか もしれ ません。 これはほ とん

どの人がいつかは経験す るこ とです。 自分

と同 じような境遇の人がほかに もいること

を知れば，い くらか慰め られるで しょう。

家計のや りくりは確かに大変 です。 しか し

家計が破綻 しないように心 を配 るのは， ほ

か でもないあなた自身の責任 です 。

皆 さんは，必要 な物 も十分 にない生活を

しているか もしれません。 自分は貧乏人だ

と考 えているか もしれ ません。 ところで聖

書には こう記されています。「きょうは生え

ていて，明 日は炉に投げ入れ られ る野の草

で さえ，神はこの ように装 って下 さるのな

ら， あなたがたに， それ以上 よ くして くだ

さらないはずがあろうか。ああ，信仰の薄

い者たちよ。」(マ タイ6=30)

よ く備 之，計画 し，一生懸命に働 き，犠

牲 を捧げて下 さい。明 るく，朗 らかな気持

ちで価値ある事柄に時間 とお金 とを使 うよ

うに して下さい。 いつ も平静で， 自分は全

力を尽 くしたという充実 した気持 ちを感 じ

るように して下さい。一生懸命に働 き，熱

心に準備するならば，容易にへこたれたり，

諦めた り，疲れ果てた りは しないでしょう。

もし神 と自分 自身 と自分の将来 を信 じて努

力す るならば，皆 さんはきっ と岩の上 に家

を建てることができるでしょう。そうすれ

ば将来 「風が吹 き，雨が降る時」 にも決 し

て失敗す ることはあ りません。

皆 さんは全力 を尽 くして働 き，正 しい生

活をしているにもかかわらず，つ らく困難

な状況に遭 うことがあるか もしれ ませ ん。

それでも元気 を出 してがんばって下 さい。

皆 さんの先人 も同 じような道を歩んできた

のです。

皆 さんは自分 を人か ら好かれない，風変

わ りな人間だ と思 ってはいませんか。もし

そのよ うな人がいたら， もう一度 ノアにっ

いて読 んでみ て下 さい。そ して，紀元前

2500年 に 人に好意 を持たれるということが

どうい うことだったのか確かめて下 さい。

皆さんの行 く手には，果てることのない

苦痛の荒野が広が っているのでしょうか。

もしそ うならば， もう一度モーセについて

読んでみて下 さい。パロとの戦いや40年 間

にわたるシナイ半 島での苦 しい任務 につい

てよ く考 えてみて下 さい。時間のかかる仕

事 もあ ります。それで も引 き受けて行なっ

て下 さい。聖典に記 されているように， い

つか必ず成 し遂げることができます。そ し

ていつの日か， 自分の ヨルダン川 とも言え

る試練 を乗 り越 えることができるのです。

多くの人々がそれを証明しています。

皆 さんは人々か ら嫌われ ることを恐れて

いるのではあ りませんか。 この問題につい

ては予言者 ジョセフ ・ス ミス も同 じ思いで

はなか ったで しょうか。それ とも健康が問

題なのですか。まさに現代の ヨブ と言 うべ

き人が この教会をこの神権時代の中で最 も

活力のある，啓示に満 ちた時代へ と導いて

いる事実 を知れば，皆 さん もきっと安 らぎ

を感 じるこ とでしょう。キンボール大管長

が過去30年 間，苦痛や不快感，病気を経験

しなか った 日はほ とんどあ りませんでした。

キンボール大管長が現在あるのは，ある意

味で， そうした肉体的な苦労にめげずに努

力したためだけではな く，そうした肉体 的

な苦労があったれば こそではないか と考え
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るのは，間違 っているでしrようか。病気や

死をもの ともせずに暗黒の勢力に挑み，歩

く力すらほとんどない時に 「ああ主 よ，私

は今 もなお，健やかです。[どうか もうひ と

つの山地 を私に下さい」〈ヨシュア14：11-

12参 照)と 叫んでい為この巨人の犠牲 を見

て勇気がわいてこないで しょうか。

皆 さんは自分 には才能がない とか， 自分

は無能であるとか， あるいは劣 うていると

考えたことはないで しょうか。もしそうな

らば，神の予言者 を含め，だれもがその よ

うに感 じるとい うことを知ればどうでしょ

うか。モーセも初めは雄弁でないというこ

とで， 自分の進むべ き道に反発しました。

またエレミヤは， 自分が まだ子供であると

思い，人々 と顔を会わせ ることを恐れまし

た。r.

エ ノクはどうだったでしょ、うか。私 は，

皆さんが生涯エ ノクのことをよく覚 えてお

かれるように願っています。彼は不可能 と

思える責任に召 された時，こ う言いました。

「われ主の御 目に適 いしは何の故 な りや
。

われは年行かぬ者に過 ぎず，すべ ての人々
に く

われを悪む。われは口重 き者 なればな り。」

(モーセ6：31)

『rエノタは，信仰の篤い人で した。彼は勇

気 を奮って， どもりなが らも与 えられた努

めを果たそうと努力しました。 ごく平凡で

年老いた，何の能力もないエノクが，主 の

ために出かけていったのです。天使 は彼の

ことを次のように書 き記 しています。

「エノクの信仰
，神の民を率 いるほどに

大いな りければ，民の敵来 りて彼 らと戦え

り。エノク主の言を出しけるに，彼の命に従

いて地は震い山は逃 げ去 りぬ。また河はそ

の流のそとに出て，獅子のほえ声荒野 より
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聞 えた り。されば，すべての国民大いに怖

れたり。実に，エノタの言はさほどに力あ

り。神のエノクに与 えたまいし言の力はさ

ほ どに大いな りき。」(モ ーセ7：13)

これが あの何の力 もない年老いた，並の

人間エ ノクのなしたことなのです。今や そ

の名は至上の正義 を表わす代名詞 となって

います。今度皆 さんが 自分 を価値のない人

間だ と思 う誘惑にか られた時には， この神

の王国の最 もす ぐれた人でさえも同 じよう

な思 いを抱いたことを思 い出 して下 さい。

私は，イスラエルの諸部族が最 も困難な責

務に直面 した時 に， ヨシュアが述べ た言葉

を皆 さんに申し上げたいと思います。「あな

たがたは身を清めなさい。あす，主があな

たがたの うちに不思議 を行われるか らであ

る。」(ヨ シュア3：5>

もち ろん落胆の原因の中には，他 と比較

して癒すこ とが難 しいものもあ ります。そ

れは， もっと高い秩序に入る備 えができて

いないことと関連 してい ます。それは清め

とは逆行する行為です。 この世 にあって，

あるいは永遠にわたって最 も破滅的な失望

を味わ うことです。・すなわち神 に対する背

罪であ り，罪によって固め られた失意です。

・1ここで，最 も大切 なチ ャレンジは， 自分

の過 ちの重大 さに気づ いた時に，自分は変

わることができ，今 までとは違 う人問にな

れるのだ と信 じることでしょう。それを信

じさせ まいとすることは，明らかに皆さん

を落胆させ，敗北に導 くためのサタンの企

てです1ひ ざまずいて天父に感謝 して下 さ

い。皆さんは教会の会員であって福音を受

け入れています。そしてこの福音は，進ん

で代価 を払お うとす る者 には悔い改めの機

会を与えると約束 しているのです。悔 い改
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めは不吉 な言葉ではありませ ん。この言葉

は信仰に続 く言葉であ り， キ リス ト教で使

われる用語の中で も最 も希望 を与えて くれ

る言葉です。悔 い改め とはまさに聖典に記

されている主か らの招 きであ り，成長，改

善，進歩，そ して新生 を目指すものです。

あなたも変わ ることがで きるのです。あな

たは義にあってあなたが望む人物になるこ

とができます。

私が耐えられない悲 しみをひ とつ挙げ る

とするな らば， それは 「どうせ私はこ うな

んだか ら」 とい う悲 しく哀れな， そして力

のない言葉 を発す るこ とです。落胆につい

て話 したい と聞いただけで，私は失望 して

しまいます。どうか，「自分 はこんな人間で

しかない」 というような話 を私に しないで

下さい。私はその ような話 をた くさんの人

から聞か されました。彼 らは自分の犯 そう

とす る罪を 「どうしようもない心理状態」

という言葉で正当化 しようとしたのです。

私は 「罪」 という言葉 を広範 囲な習慣をも

含んだ意味で使 いましたが，その中には，

表面的には罪のないものであって も，人々

に失意 と疑 いと失望 をもたらすものもあ り

ます。

皆 さんは変えたい と望 むものを何 でも変

える力を持 っています。 しか も即座 に変 え

ることができます。悔 い改め るには何年 も

かか り，時間がかかる とい うのは，サ タン

の欺 きです。「改めます」と心から言ってい

そしてエリシヤが祈って 「主よ，どうぞ，彼

の目を開いて見させて下さい」というと……。
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る時には，悔い改めているのです。 もちろ

ん，そこには解決すべ き問題 もあれば，償

いも必要でしょう。 しか し，悔 い改めが心

からの ものであって， それが永続するなら

ば，、皆 さんは残 りの人生 を有意義に過 ごす

ことができます，またそうあっていただき

たい と思い ます。

変化，成長，新生， そして悔い改めは，

ちょうどアルマ とモーサヤの息子 たちがそ

うであったように，瞬時に訪れ るものです。

たとえ皆さんが大いに悔 い改めなければな

らないとして も，モルモンが若者に対 して

使 った 「罪人の中でも最 も卑劣な者」 とい

う言葉に当てはまるほ どの罪を犯 したとは

思えません。 しか しアルマがアルマ書36章

の中で自分 自身の経験 を語 っているように，

アルマの悔 い改めは，驚 くほど瞬間的なも

のでした。

誤解 しないでほしいのですが，悔い改め

は簡単に何の苦痛 もな く， 自分の都合 のい

いようにで きるものではあ りません。それ

は地獄からの苦 き盃なのです。 しか し罪を

認めることによって もたらされ る一時的苦

痛が，永遠に罪の うちに留 まること以上 に

耐えがたいものであると人に思わせ るのは，

ほかならぬ その地獄に住むサタンです。サ

タンはこう言います。「あなたは変わる、こと

はできない。あなたは変わらない。変わる

には時間がかか り過 ぎるし，難 しくてで き

るはずがない。諦めなさい。降参 しなさい。

悔い改めはよしなさい。あなたはもう変わ

りようがないんだから。」これこそ絶望の淵

か ら来る偽 りです。皆 さん，サタンの言葉.

を信 じないようにして下 さい。

聖典を熱心に読んで下 さい。そ うすれば

そこに自分が味わったような経験が書 き記
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されていることがわか るでしょう。そして，

霊性 と気力 とを見いだすことでしょう。ま

たさまざまの問題の解決策 と助言 を見 い出

すでしょう。二一ファイは次のように言っ

ています。「キリストの言葉 は，あなたたち

のしな くてはな らないことをみな教える。」

(II二 一 ファイ32：3〉

目的 と信仰 を持 って断食 し，熱心に祈っ

て下 さい。困難 と呼ばれるものの中には，

悪霊のように 「断食と祈 り」 とによらなけ

れば追い出すことので きない もの もあ りま

す。

人々に奉仕 して下 さい。人々に奉仕する

ことが 自分 自身を救 うのです。 これは一見，

矛盾しているよ うですが，確 固たる神の摂

理なのです。

信仰 を育んで下 さい。「奇蹟の時代はすで

に過ぎ去ったと言えるか。天使 たちはもは

や世 の人に現われないとい うことがいえる

か。神はす でに聖霊の力 を人々に与えるこ

とを止めた もうたと言えるか。時が存在す

る限 り，大地がある限 『)，また救うべき人が

一人でも地上にの こっているか ぎ『)
， 神は

聖霊の力を与えることを止めたもうであろ

うか。よ く言 ってお く，そ うではない。…一

天使が現われて人に導 きと恵み とを伝えるr

こ ともまた信仰によるのである。」(モ ロナ

イ7：35-37)

エ リシャは予言者のみが持つ力 をもって，
たい じ

対峙するス リヤ人か ら，いつ， どこで， ど

の ように して身を守 った らよいか をイスラ

エルの王に助言 レました。当然のこととし

てス リヤの王は， 自国の軍を進め るに当た

り，この予言 という問題 を取 り払いたい と

思い ました。その箇所を引用してみましょう。

「王はそこに馬 と戦車および大軍をつかわ



した。彼 らは夜の うちに来て，その町を囲

んだ。……(軍 勢が)馬 と戦車 をもって町

を囲んでいた……。」(列 王下6：14-15)

もしエ リシャに失意の気持 ちが生 じた と

したら， まさにこの時ではなか ったで しょ

うか。エ リシャの唯一の味方 といえば，今

で言 うところの教師定員会会長 しかいませ

んでした。ひ とりの予言者 とひとりの若者

が全世 界を敵 に回 して戦 っているのです。

若者は恐怖のために体がす くむほ どでした。

敵に四方 を囲まれ， 困難 と失意，そしてさ

まざまな問題 と重荷が彼の上 にの しかかっ

て きます。退 くこともできず， 目の前に広

がる混乱 した町 をただぼ う然 と眺めでいる

だけでした。まさに信仰 も失わんばか りの

状態で若者は叫び ました。「ああ，わが主よ，

わたしたちは どうしましょうか。」(列 王下

6：15)

エ リシャは答えました。「『恐れ るこ とは

ない。われわれ と共にいる者 は彼 らと共に

いる者よりも多いのだか ら。』そ してエ リシ

ャが祈 って 『主よ， どうぞ，彼の 目を開い

て見させて ください』 と言 うと，主はその

若者の目を開かれた.ので，彼が見 ると，火

の馬 と火の戦車が山に満ちてエ リシャのま

わ りにあった。」(列 王下6：16-17)

皆 さ んはイエス ・キ リス トの福音におい

てこの世 と幕の彼方の両側か ら助け を受け

ています。そのこ とを決 して忘れないよう

に して下 さい。落胆 し意気消沈 した時には，

一 必ず そういう時がや って くる と思いま

すが一 眼を開いて見るな らば，私たちを

守 るために火の馬 と戦車が猛烈なスピー ド

でや って くるの を目にす るこ とができるこ

とを忘れ ないで下 さい。 これらの天の軍勢

はアブラハムの子孫 を守 るためにいつでも

皆さんは変えたいと望むものを何

でも変える力を持っています。し

かも即座に変えることができます。

サタンはこう言います。「あなた

は変わることはできないJ

出動 して くるでしょう。

次の天か らの約束 をもって私の話 を結び

たいと思 います。「誠にまことにわれ汝らに

告 ぐ，汝らはいまだ幼児にして，父なる神

がその御手の中に如何に大いなる恵みを有

ちてこれを汝 らのために備 えたまいしか を

いまだなお覚 らざるなり。汝 らいますべて

の事 に堪 うる能わず， さりながら心安かれ。

われ汝 らを導 きて行 けばな り。……

そは，われ汝らの前に先立ちて行 くべけ

ればな り。われは汝 らの右に在 り， また左

に在らん。わが 『みたま』は汝らの心の中

に在 り， またわが天使 らは汝 らを囲みて懐

き支えん。

・王国は汝 らの ものな り。それに属 け

る祝福 も汝 らの ものな り。また永遠の富 も

汝 らのものなり。」(教 義 と聖約78：17-18;

84：88;78：18)

こ う して，私 たちは，「神 の王国」を見い

だ し， そして高 らかにこう歌 うのです。

「歌声高めて 神 をほめたたえ

高 く声あげん すべては善 し」

イエス ・キ リス トのみ名によって申し上

げました。アー メン。
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心促ず福

南 ア刈 力のある村略 訪問者の一団が
ガラスの破片やブ リキかんのふたで羊

の毛 を刈っているインカ人の子孫 たちを見

ていました。 その訪問者たちは地元の指導

者 を数人招いて，村の中央で金属性の大ば

さみを使 って羊の毛 を刈 る実演 をしました。

村人たちは興味深 く見入 りなが ら，その新

しい道具 を使 うと同じ時間で10倍 も多 くの

羊の毛 を刈 ることがで きることを知 りまし

た。彼 らは物 々交換でこのはさみをい くつ

か手に入れ，それ以来ず っとそのはさみを

使 うようにな りました。効果的な教 えが大

きな変化 をもたらしたのです。

同様に教会において も，効果的な教えは

子供たちや若者，大人たちの生活の中に価

値ある積極的な変化をもたらします。では

福音を教える主な目的は何で しょうか。何

を目標 とすべ きでしょうか。 クラスの生徒

の頭に，「情報 を注ぎ込む」ことが目的では

あ りませ ん。教師に どれだけ知識があるか

を示す ことでも単に教会や福音についての

知識を増すことでもあ りません。教会 にお

ける教 えの根本的な目標は，人々の生活に

価値 ある変化 をもた らす手助けをすること

です。福音の真理 と原則につ いて考え，感

じ，感 じたことを行動 に移す よう励 ましを

与 えることです。

あまりに も多 くの教師が福音についての

み教え，福音 の原則を人々の生活に応用 さ

せ るために段階 を踏 まなければな らないこ

14



レッ ク ス ・A・ ス キ ッ ドモ ア

音の教え

とを無視 しています。原則を教 えるだけで

は十分ではありませ ん。その原則を取 り入

れ させ，実践に導 くことが真の教えに必要

なことなのです。

効果的な教育 を行なうには，まず教室に

入って来 る生徒 の知識の程度すなわち彼 ら

が どれだけ理解 して来ているかを知 らなけ

ればな りません。 また， もし生徒が部屋 を

出る時に何 らかの点で変わっていなければ，

その時間は無駄に費や されたということを

認めなければな りません。生徒 が， レッス

ンの影響 を受けることに より態度に少しで

も良い変化 を見せて部屋 を出て行 くこと，

また福音の原則に対する知識 を深め， それ

を日々の生活の中で実践 してい くことを期

待 したいものです。

効果的でしか も正 しい学習には，少な く

とも次の3つ の段階があ ります。

1.知 識 を増す。 福音の教えを詰め込み

過 ぎると，知識が増すだけでそれ以上の成

長があ りません。 このような知識は大切で

すが， それだけで十分ではありませ ん。教

会の歴史や 原則について知 るこ とは神の王

国における進歩に欠かせないものです。ま

た素 晴らしい生活 をす るための基本 でもあ

ります。 しか しそれ らはほんの始 まりにす

ぎません。

2.思 いを深 め，態度 を変 える。 生徒が

福吾や原則に対 して積極的な態度 をとるこ

とは大切なことです。したがって善 に対す
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る生徒の思いを深めさせ，証 を強め させ る

教師は正 しい 目標に添っていると言えます。

3.実 践する。 多 くの点で， この3番 目

の段階は最 も大切 です。神権会であろうと

補助組織であろうと，あるいはセ ミナ リー

や インスティテユー トの クラスであろうと，

福音を教 える際には，各生徒が 自分の生 き

方 を変 えて生活の中に価値ある変化 をもた

らすよう援助 しなければなりませ ん。

た とえばレッスンが祈 りに関するものの

場合，有能な教師は生徒が祈 りとは何か，

なぜ祈 るのか，正 しい祈 りとはどのような

ものか といった事柄 をわか りやす く教える

はずです。同時に，生徒 自身に祈 りに対 し

てより積極的な態度 をとらせ，祈 りの必要

性 を感 じさせ ることでしよう。そ して生徒

にきょうもあす もそして毎 日祈 るように勧

め るのです。

効果的な福音の教 え方の 目標が，人々の

生活に価値ある変化 をもたらす ことである

とい うことがわか りました。では教師はそ

れらの変化 をどのように して もた らすこ と

ができるでしょうか。

第一に，有能な福音の教師は，生徒 たちに

レッスンや原則またはその中で強調 されて

いる概念をよく理解 させ ます。断食に関す

るレッスンであれば，まずその原則は何か，

その由来は何か，そしてそれが人々の生活

にとって どんな意味があるかを生徒に理解

させるのです。 こうして何のためになぜ断

食するのか を理解すれば，生徒は断食をも

っ と喜んで生活の中に取 り入れ るようにな

るでしょう。反対にその原則が よくわか ら

なければ，彼 らはほとんどあるいはまった

く関心 を示 さな くなるで しょう。
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人は未知の ものに対 してはちゅうちょし

た り恐れさえ抱 くことがあ ります。理解 を

増す ことによって行動への道が開け，前進

する備えができるのです。ですから福音に

ついて教 えることは，行動へ導 く重要なス

テ ップにはな りますが，.それ自体は 目的で

はありません。

第二に，有能な教師は，生徒の思いや確信

を深めさせることによって彼 らを行動へ と

駆 り立てます。ここで もまた，生徒が断食

は他の人々だけでなく断食をする本人に と

っても祝福である とい うことを感 じ取れ る

ように導 くならば，その教師は効果的な教

えをしていることにな ります。

教師にできるひ とつの方法は， 自分の証

を述べてクラスの生徒 に確信 を与えること

です。個人の体験に基づ く証は人々の生活

に大 きな影響 を及ぼ します。ニュー ヨー ク

や大阪で万国博覧会が開かれた時，モルモ

ンの展示物を見た多くの人々が教会に加わ

りました。大勢の人が証 しているように，

彼らに最 も影響を与えたのは美 しいパビ リ

オンを案内 して くれた後に聞いた宣教師の

誠実な愛ある言葉で したd宣 教師たちはこ

う証 したのです。「私 は福 音が 真実である

こ とを知 っています。このことを皆 さんに

心か ら証 したいと思います。皆さんが福音

を学んでそれ を実践なさるならば，同 じよ

うな証をお受けになることでしょう。」

教師は，所かまわずやたらに証す るので

はなく，適切な場合にのみ証 を述べ るべ き

です。個人の確信 とい うものは，特別 な時

に誠実な思いで分かち与えて こそ人々の生

活に大きな意味をもたらすのです。

クラスの生徒 の思いに影響 を与 えるもう



ひ とつの方法は，教 えようとしている原則

や概念 を例証 している興味深い話や経験を

話すことです。生徒 の多くは， クラスで聞

いた劇的な経験に影響 を受けて自分の生き

方 を見つめ直 しています。教師がそのよう

な経験 を話す と同時に，できれば生徒 自身

に も個人の活動経験や証 を述べ てもらうよ

うに します。

ある十代 の男の子は，知 恵の言葉に関す

る神権会の クラスに出た後， タバ コをやめ

ました。 クラスの中で教師は， 自分の兄が

タバ コをやめた時の体験 を生 き生 きと話 し

て聞かせたのです。その話の中で彼はタバ

コ好 きの人でもタバ コをやめ られることを

現実的に語 り，やめ ることによって得 られ

る利点を明 らかに しました。

有能 な教師は，福音の原則に従 った生活

に関 して，思いや確信 を深めるような経験

や話 をして レッスンを豊かなものにしよう

と努め るものです。

第三に，有能な教師は生徒に レッスンの

中で強調されている事柄 を実践 させ ます。

これは特別な割 り当て をす ることによって

達成できます。私たちは何度 もこの段階ま

で到達 してはいますが，いつ もそこで立ち

止まって しまいます。私たちに とって本当

に必要なのは，生徒が学んだ原則 を実際に

ため してみ られるよう，その道 を作ること

です。

この段階がいかに重要かは，教会に改宗

したある5人 の家族の例に表われています。

この家族の近辺 にはた くさんの末 日聖徒が

住んでいたので，彼 らは福音についていろ

いろ知 っていました。その後，彼 らは伝道

部のある地域へ 引越 して きました。そこで

はモルモンの宣教師が彼 らを教会に招待 し

ました。間 もなくこの家族はバプテスマ を

受 け ました。「どうして もっと早 く改宗 し

なか ったのですか」 とある人に尋ねられた

父親 の答 えはこうでした。「今 までだれか

らも改宗 を勧め られた り，・教会へ行ってみ

るよう勧め られたことがなかったのです。」

実践 を促すような割 り当てをするのも効

果があ ります。たとえば，12歳 の子供 には

毎 日祈 るこ と，什分の一を納め ること，困

っている隣 人を助けるなどの 「良い行 ない

をする」こ とを割 り当て として実行 させ ま

す。これ らの割 り当ては現実的で達成可能

なものにすべ きです。人は価値 あることを

実際に経験す ると，そのこ とを簡単には忘

れない ものです。価値 あることを実践させ

るとい うことは効果的な教 えに欠かせない

非常に重要 なことです。 また報告 させた り，

励 ましを与えた りしなが ら，割 り当て を忘

れずに続け させ ることも大切です。

有能 な教師は，これ らの段階 を実践 させ

てい く上で重要な役割 を占めます。そして

人々の生活に価値 ある変化 をもたらします。
ホ

ヘ ン リー ・ブル ックス ・アダムスが言って

いるように，確かに 「教師の及ぼす影響は

永遠であ り，その とどまるところを推 しは

かることはで きない」のです。

*注 ：

ヘ ン リー ・ブル ック ス ・ア ダム ス(1838-

1918)米 国の 歴 史 家， 作 家
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圏ブ リガム ・ヤ ング大学 での礼拝説教 ■

学習は

万人の務め

元宗教教 育担当副理事

ジ ョー ・J・ ク リス テ ンセ ン

私 たちは真の学生であるべきです・それ
以外の何者であって もな りませ ん。大

学でも，インスティテユー トやセ ミナ リー

でも，神権定員会で も，家庭の夕べ でも，

あるいは日曜学校でも，宗教について学ぶ

場合は，単にそこに出席す るだけでな く，

他のいかなる分野にも増 して真剣になって

取 り組む必要があ ります。そこで学ぶ事柄

には，私たちが知 的に も霊的にも持てる限

りのものを注 ぎ込んで努力す る価値がある

のです。聖職者のいないこの教会 で， もし

私たちがイエス ・キ リス トの福音 を学習す

ることに長けていなければ， いったいだれ

がそれ をす るとい うのでしょうか。イスラ

エルの長老が学識の深い神学者にならなけ

れば，だれがなるとい うのでしょうか。母

親である皆さんが，あるいはこれか ら母親

になる皆 さんが，子供 たちに正 しく福音 を

教 えなければ，だれがそれを教 えるので し

ょうか。宣教師の皆さんが主から託された

メッセー ジを自ら学ぶことをしなければ，

だれがそれをする というのでしょうか。私

たちは多 くのつ らい経験 を通 してだれにで

もわかる当然のことを理解 します。それは，

自分が知 らないことを人に教 えることはで
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きない とい うことです。

ある人が この ように言 いました。「もし

真理 を効果的に教 えなければ，教会は一代

で消滅 してしまうであろう。」各世代は自分

に続 く世代 に真理 を正 しく教 える責任があ

るのです。

世 の人々の道徳心は低下の一途 をたどっ

ていますが，その主な原因のひ とつに，真

理の原則に基づ く宗教教育が行 なわれてい

ないこ とが挙げられると思い ます。しか し，

末 日聖徒 イエス ・キ リス ト教会にはそれが

あ ります。しかも，私たちが，私たちの指

導者が，固い決意 をもって取 り組んでいま

す。様々なプログラム を計画 し，組織 し，

金銭や時間という資産 を投 じています。で

すから，私たちはいかなる人に対 して も堂

堂 と申し開 きができるのです。教会員は子

供 を連れて遠 い道のりをやって来ますが，

それは初等協会や早朝セ ミナ リー，教会の

スカウ ト活動， 日曜学校，聖餐会，定員会

活動な どに出席させるためです。また教会

では両親や教師が教える際に利用 できるよ

うに，数 多くのテキス トを発行 しています。

さらに，セ ミナ リーや インスティテユー ト

をは じめ，小中高等学校，短期大学，総合

大学なども設立 して運営 しています。

なぜそのようなことをす るのでしょうか。

それは，真理 を学ぴ教 えることができるよ

うにす るためです。また，みたまが福音の

永遠の真理につ いてすべ ての人の霊 に証 し

て下 さるような環境 を整えるためです。こ

のみたまこそ，真の 「宗教教育」の基本 と

な り特質 となるものです。みたまなしに教

えることはで きません。教師 と生徒がみた

まを受けていれば，失敗することはないの

です。私 たちの進むべ き道は示 され ました。

目標は定め られているのです。



オ バ ボ ： 。

その信仰 の 力

カール ・フォノイモアナ

　 欝

羅

顕 導 、

醒

き



私 はこれまでず っと・オパポを信仰の厚
い熱心な働 き者の祖父， もちろん人々

に大変愛 された私の祖父 という考 えを持 っ

ていました。 しかし成長するにつれて，私

は彼が単に私の祖父 というだけではなか っ

たことを知 ったのです。彼は，歴史上のあ

る時期に，非常に重要 な地位にあった人で

した。

祖父は1859年 ，サモアの村サバイのフォ

ガチュリに生 まれましたが，祖父の幼年時

代についてはあまり良 く知 られていません。

貧 しいその島の中でも， フォガチュ リは特

に貧しい村で した。その上， オパポの家族

は特に克服 しがたい大変 なハ ンデ ィを抱 え

ていました。母親のマ リア ・トアイはフォ

ガチュ リの名家の出身で したが，フォノイ

モアナとしか知 られていない父親は，嵐に

出会って岸に流れついたウベア(西 方へ800

キ ロほどの現在のウォ リス島)出 身の 「よ

そ者」でした。彼の先祖 は トンガ人だった

ために，フォノイモアナは死ぬまで村人た

ちにうさん臭い目で見られたのです 。

オパポの生涯で最初の重要な出来事は，

彼が若い頃に見たひ とつの夢でした。その

夢の中で，彼はふ たりの外人宣教師が村に

やって来て， まっす ぐ自分の家に入って来

るところを見たのです。夢はそこで終わ り

ましたが，それか ら数年後にふたりの末 日

聖徒 の宣教 師が彼 の家 にや って来た時，

彼にはぞのふたりが夢の 中に出て来た人た

ちであることがわか りました。そしてみた

まが強 く働いて，彼に宣教師 たちのメ ッセ

ー ジが確かな ものであることを確信 させた
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のです。

この人がサモア人の間で偉大な業 をなす

ための準備 はすっか り整っていました。

記録に よると，彼 と妻の トアイは1890年

にバプテスマ を受け， それか ら2年 後にサ

モア伝道部が開かれています。1890年 まで

に，サモア人たちはすでにキ リス ト教の教

義に触れていました。まずロン ドン宣教師

協会が1830年 に伝道 を開始 し，その後間も

な くカ トリックや メソジス トに よる伝道が

行 なわれました。救い主に対する深い信仰

のゆえに，人々はみたまの賜や奇跡 を身近

に感 じていました。 しか し，私の祖父が福

音を受け入れて苦闘を続けるこの小 さな教

会に加わってか ら， キリス トを信 じる人々

に約束 されている数々のしる しが1並 々な

らぬ方法で彼について まわり始めたのです。

それは他 の信仰深い人々の間にも見 られた

ことでした。

皮 肉に も，当時救 い主を礼拝 し愛す るよ

うに と勧め る人々の間に激 しい敵意があ り

ました。モルモンたちは迫害や嘲笑に耐 え

なければならず，彼らはジョセフ ・ス ミス

が農家で育ったということで 「カウボー イ」

とい うあだ名 さえつ けられました。そのよ

うな中でオパポは恐れ ることな く信仰 を保

、ち続け，末 日聖徒たちの間で指導者 とみな

されてい ました。

1904年 ， 彼 と数人の人々は， ウポルの山

あいにサウニアツ(「 前進す るための備 え」)

と呼ばれ る聖徒 たちの小 さな安 らぎの場 を

作 りました。 ところが最初の教会堂が建て

られて間 もな く，そのす ぐ後 ろにあった小 さ



私は，自分の祖父についてあまり良く知 りま

せんでした。rしかし今はオバポの孫であるこ

とに深い感謝の気持ちを覚えています。彼の

信仰のおかげで，私の信仰も強められていま

す。

な料理場が火事にな りました。人々は川か

ら水 を運んで消火にあた りましたが，その

努力のかいな く火は急速に燃 え広が り，教

会堂 も危険にさらされました。その時，人

人はオパポが教会堂のて っぺんに登って屋

根の横梁にまたが ってい るのに気づ きまし

た。彼は右腕 を上げると天 を見つめて言い

ました。「父よ，我々は小 さな家は惜 しみ

ません。 しか し大 きな家 を失 うことはでき

ません。 イエス ・キ リス トのみ名 と聖 なる

神権の力によ り，風向きが変わるように と

命 じます。」

その通 りにな りました。小 さな家は焼け

崩れて.しまいましたが，教会堂 は救われ ま

した。そ して教会堂が守 られただけでな く，

サウニアツの聖徒たちの信仰が この大変 な

事態 にあって強め られたのです。

オパポ とトア イも個人的な試練か ら免れ

ることはあ りませ んで した。彼 らの14人 の

子供の うち11人 は成人す る前に亡 くな りま

した。しか し，その ようなことを通 して彼

らはさらに謙遜 にな り，敬塵 さと勤勉 さを

増 していったようです。オパポは午前5時

と午後5時 を祈 りの時間 としていました。

それ以外の時間1ごもたびたび祈 りをするこ

とがあ りました。そ していつ も自分の家族

のためだけでな く，他の人々，特に未亡人

や父親のいない人々のために祈 りを捧げま

した。

彼は またアメ リカ人の宣教師の同僚 とし

て他の地域へ伝道に行 くな ど，何度か伝道

の業に携わ りました。ある時，オパポと古

くからの親友のエ リサラ，そしてふたりのア

メ リカ人宣教師のうちのひ とりと;マ ヌア

とい う島へ 出かけました。島に到着 してす

ぐ，彼 らはその地方の王様ツイマヌアが，人

人に，いかなる方法でも末 日聖徒 を受け入れ

た り助けた りしてはならない とい う命令 を

出 しているこ とを知 りました。それに従わ

ない場合は即刻，投石 の刑に処すことにな

っていました。 しか し宣教 師たちは きっ と

成功するという確信 を持ち，海岸に転がっ

ているココナツ を食べ，ほら穴に寝泊ま り

しなが らその島に2カ 月間滞在 しました。彼

らは蚊に刺 されないように葉で頭 と顔をお

おいました。毎晩ひ とりずつ交替で，他の
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その地万の王様ツイマヌアが，人々に，いか

なる方法でも末日聖徒を受け入れたり助けた

りしてはならないという命令を出しているこ

とを知りました。それに従わない場合は即刻，

投石の刑に処すことになっていました。

人が頭や顔に葉 をかぶせ るのを手伝い， 自

分は助けが得 られないまま一晩中蚊に悩 ま

されなが ら寝 るといった状態でした。

このようなひどい状態が数週 間続いた後，

オパ ポは不思議 な経験 をしました。 目を覚

ます と，目の前にできたての料理があるので

す。はたして人間からのものか神か らのもの

か わか りませ んでしたが， ココナツだけの

食事が何週間 も続いた後だけに，この上 な

く感謝 しました。彼らの滞在期間 も終わ り

に近づ いた頃， また同じようなことがあ り

ました。ひ とりの年輩の女性が彼 らに食事

を届けて くれたのです。彼女はこのような

行為のために殺されるのならば死んでもか

まわない，ツ イマ ヌアを恐れてはいない と

言いました。

数週間後，あ らゆる道 を歩 き尽 くした後，

宣教師たちは立ち去る準備 をしました。オ

パポとエ リサ ラは，儀礼的に直接 ツイマ ヌ

ア とその民に語 りかけ，悔い改め をしなけ

れば彼 らは神の怒 りと力 を感 じるに違 いな

いと警告 しました。そ して最後に，長いボ

ー トに乗 りこむ前，オパ ポは村のはずれに

立ち止ま り， その島に対する証 として足の

ち りを払い落 としました。数週間後，強烈

なハ リケーンが島を襲 い，大勢の人々が死

んだ上に畑の作物が全滅 し，一軒の家 を除

いてすべての家が崩壊 しました。その一軒

の家 というのは，宣教師たちを助けたあの

年輩の婦人の住んでいる家でした。

奇跡が信者の信仰 を強める とい うことは

真実 ですが，それが必ずしも不信者 たちに

信仰 を抱かせ ることにはなりません。1974

年 に なって初 めてマ ヌアに教会の支部が実

際に組織され ました。一方，オパポの話 を

聞いた聖徒たちは， その出来事 を聞いて信

仰 を強め ました。

その後間もな く， オパポと トアイは家族

を連れてサ ウニアツか らツツイラ島に移 り

ました。それは，実際にハ ワイに行 ってそ

この聖徒 たちと共に生活す るための準備 と

なるものでした。ツツイラでの迫害は特に

ひどいもので』そのためにオパポは大 きな

悲 しみを味わいました。それで もなお，彼

の信仰は揺 るぎませ んでした。ある時，彼

と親友の ピネムア ・ソ リアイがパ ゴパゴに
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向かって歩いている途 中，バスが通 りかか

ったので止まってもらおうと手 を振 りまし

た。バ スが止まったので近づいて行 くと，

運転手は彼 らがモルモンの宣教師であるこ

とを知 るや いなや，急にア クセルを踏み，

ふたりを砂ぼ こりの中に残 して行 ってしま

いました。ソ リアイ兄弟は沈んだ様子 でオ

パ ポに言いました。「これ じゃ，町に着 くま

でにずい分長 くかかりそうだね。」する とオ

パ ポは悲 しげ に答 えました。「いいや，あ

の人 よりも早 く着 くさ。」 そこか ら1.5キ ロ

ほど行 った所で，ふた りは事故現場に出 く

わしました。 さっきのバスが トラックと正

面衝 突 して，バスの運転手が亡 くなってい

ました。

ソリアイ兄弟 とその家族 は，彼 らの住む

ツツイラのヌー リイという小 さな村で唯一

の末 日聖徒 でした。ある時，彼はオパ ポに

自分の子供や家，財産，友人たちを祝福 し

に来て くれるように頼み ました。 その場に

会員ではないひ とりの裕福 な未亡人サ ラタ

イマ ・プァイロアとい う人が来ていました。

彼女は，夫か ら受け継 いだ土地を夫の家族

に取 られて しまうとい うので悩んでいまし

た。オパポの祝福 に心打たれた彼女は， 自

分に も祝福 して くれ るようにと頼み ました。

しか し，オパ ポは彼女が会員ではなか った

のであまり気が進み ませんでした。

それか ら彼女は教会 の教 えを学び，バプ

テスマ を受 けました。そして再 び彼の所に

や って来て祝福 を頼みました。その祝福の

中で， オパポは彼女が夫の親戚たちか ら何

の妨害 も受けず，無事 に土地 を受け継 ぐこ

とができること， また忠実であるならば主

の器 となってアメリカンサモアの教会 のみ

業 を押 し進めるであろうと約束 しました。

1950年 代 の初めに，その祝福ほ成就 しま

した。教会 は彼女の土地のい くらか を購入

し，そこに高校や教貝宿舎，広大な福祉農

場，ステー キ部セ ンターを建 設しました。

1926年 ， オパポと トアイは私の父テイラ

を， 自分たちの到着に備 えさせ るためにハ

ワイに送 りました。2年 後，教会は私 の祖

父母 にハワイ神殿でサモア人のための神殿

の儀式 をす るように と召 しを与えました。

1935年 ，私の祖母は肺炎のため70歳 で亡 く

なりました。教会 と夫 を常に心か ら支持 し

て生涯 を閉 じた彼女は，ハワイのライエに

埋葬 されました。

トアイと同様に，オパポも81歳 の誕生 日

を前に して肺炎で倒れ，彼女のそばに埋葬

されました。

私 は， 自分の祖父についてあまり良 く知

りませんでした。 しか し今はオパポの孫で

あることに深い感謝の気持 ちを覚えていま

す。彼の信仰のおかげで，私 の信仰 も強め

られています。サモア諸島の教会歴史上最

も困難 をきわめた時期に，祖父の示 したい

くつかの賜はサモア人たちに，福音が真実

であること，神権が神の力であること，そし

て救 いの計画が確かに私 たちの従 うべ き道

を教 えて くれるものであることを証 したの

です。祖父の家族だけでな く，教会のすべ

ての聖徒 は祖父の残 した祝福 を遺産 として

受け継 ぐこ とができるのです。
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朝 鮮戦争の時のことです・伝道から帰っ
たばか りの私 は，ジョー ジア州のキャ

ンプゴー ドンにある軍の通信隊に配属 され，

そこで厳しい基礎訓練 を受 けました。私 と

一緒に訓練 を受けた人の中には
，50人 の末

日聖徒がいて，帰還宣教師 も9人 いました。

私たちはさっそ く，隊の娯楽室 を使って聖

餐会を開 く許可 を求めました。それ を聞い

て指揮官はたいそ う驚かれた様子 でしたが，

私たちの申し出を認めて下さっただけでな

く，娯楽室を掃除して集会の準備 を整えて

お くように手配 して下 さ り，食堂 のコップ

やパンを聖餐会用に使 う許可 まで与えて下

さいました。

軍隊では ノミや睡眠不足に悩 まされ，台

所の手伝 いや警備勤務，次々に下 される命

令な どに追われていましたか ら，毎週 日曜

日の霊的で安 らかな集会は， まさに喜 びの

一時でした
。 ところがある日曜 日のこと，

粗暴でならした軍曹が聖餐会に出席 したた

め，集会にはいつ もの落ち着 きがあ りませ

んで した。その軍曹は教会員ではないので

すが，兵舎から末 日聖徒の新兵たちを行進

させてきて，そのまま椅子に座って集会が

終わるのを待 っていたのです。話 し手に注

意を払 って聞いているようには見えません

でした。 しかし，最後 まで平然 とした態度

で座っていました。集会が終わる と新兵た

「合 言 葉 は … … 」

ちは軍曹に連れられて兵舎に戻 り，次の週

か らは自分 たちだけでやって来ました。

私たちは卒業 試験 を2，3週 間後 に控え

ていたので，軍曹のこ とはす ぐに忘れて し

まいました。その試験は3日 間にわたる実

戦演習 として行なわれ，2日 目に私たちの

隊は 「敵」 の攻撃 を受けて，何人かが捕虜

にな りました。また，聖餐会に出席 したあ

の軍曹が，行方不明になったという報告が

あ りました。

その夜，私たちは小 さなたき火 を囲んで

携帯食を食べていました。する とかすかな

物音が しました。私たちは食物を投げ捨て

ると， あわててライフル を構え，「敵」の攻

撃 に備 えました。

物音が したあた りか ら，だ しぬけに声が

しました。「お前た ちの中に，ジョセ フ ・

ス ミスを知 って るやつ はいるか。」私 たち

末 日聖徒は互いに顔を見合わせ ました。敵

のわなか もしれませ ん。教会員でない人は，

もちろん何 のことかわか りません。ついに

勇気のあるひとりの兵士が どな り返 しまし

た。「知 って いるぞ， ジョセフは神 の予言

者だ!」

する といかに もうれ しそうに 「や っぱ り

味方だ!」 と叫ぶ声が聞こえました。そ し

て暗闇の中か らあの軍曹が姿を現わ したの

です。

Jリ ン ・ブ ラ ッ ドフ ォ ー ド

24



ヘイ スティ 。

テ リー ・デ イ ル

rっ いに 来 るべ き時が 来た。」ある日曜

日の聖餐会終了後，監督からオフィ

スに来るように言われた私は， とっさにそ

う思いました。教師定貝会の会長に召され

るのに違いない と確信 し，喜びでいっぱい

になったのです。ワー ド部の会員たちか ら

おめで とうの言葉 を贈 られている自分の姿

を想像 した り，母が どんなに喜ぶだろうな

どと考 えた りして，有頂天になって しまい

ました。

監督は大変陽気で，常に笑顔 を絶や さな

い人でした。その 日彼のオフィスで向かい

合って話 しながら，'いつ もと変わ らない笑

顔だけ ど， この会話は自分に とって重要 な

もの となるに違 いないと心の中で考 えた り

もしました。

「ところでステ ィーブ
，君にひ とつ責任

を受けてもらいたいんだよ。」監督がそ う言

って話の核心に触れて きました。心臓の鼓

動が高なり始めたのが感 じられました。

「ヘ イスティー ・マ クファー ランという

老人のことなんだが，何 とか彼 を助け られ

ないか と思 っているんだ。そこで，君に彼

の 『よき隣 人』 になって もらえないだろう

か。君 も知 っての通 り，彼は不遇な人だ。

友達が必要だ と思 うんだ。ヘ イスティーは

教会の会員ではないが，神様の愛は平等に

すべての人の上に注がれなければならない

はずだから，神様の真の教会の会員である

私 たちがそれをする義務があると私は思 う

んだよ。特権 と言った方がいいか も知れな

いね。」

たぶん私はその時，驚いたような表情を

していた と思 い ます。 「君はヘ イスティー

を知っているだろう，スティーブ。」監督は

そう言って念を押 しました。

「はい
，知 ってい ます」 と答えなが ら，

私は2週 間ほど前のこ とを考えていました。
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友達 と一緒にその老人 を笑いものにしたの

です。

自分 の期待が大 きくはずれたことと，そ

の老人 をあざ笑ったこ とに対するうしろめ

たさが入 り混 じった複雑な気持 ちで した。

でも私 は努め てそれ を隠す よ うに して，

「彼は町はずれに住んでいて，まるで世 捨

て人の ような生活をしています」 と答えま

した。

「その通 りだ。」そ う言う と監督 は，週

に2，3度 この老人を訪問す るように言い

ました。

「はい
。」この短 い言葉 を私 はや っとの

思いで口にすることができました。監督は

私の気持ちをすべて見通 していたのでしょ

う。身を乗 り出す ように して私の顔をのぞ

き込む と， こうつけ加 えました。

「スティーブ
， もしあまり気が進 まない

なら，はっきりそう言っていいんだ よ。」

「もちろんや ります。」 ため息 混 じ りに

私がこう答えると，彼はいつ もの笑顔 に戻

って 「それならいいんだ」 と言い，次のよ

うなことを私に話 して くれ ました。

「君が彼に してあげ られ ることはた くさ

んある。薪割 り，食べ物や毛布な ど彼が必

要だ と思われる物 を備えたりして彼の友達

になるんだよ。君のお父さんはもうこのこ

とを知 っていて，喜 んで助ける と言って下

さっている。それに天のお父様がいつ も助

けて下さることも忘 れないようにね。」

「はい
，わか りました」と私 は答えまし

た。

私 はその時15歳 で した。ほかにや りたい

ことはだ くさんあ りました。フ ットボール，

ハ ンティング，魚つ り，ほかの子供たちが

す ることはみんなや ってみたい年頃でした。

しか し，監督にや ります と言った以上，全
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力 を尽 くさなければな りませ んで した。

ヘ イスティーは，アイダホ州の私が育 っ

た村か ら少 し離れた山のふ もとの，小 さな

丸太小屋に住んでいました。ある日の午後，

学校が終わってか ら彼 を訪ねようと思い，

私は長 い道の りを歩き始め ました。松の木

立の下 を歩きなが ら， その松の木の一本一

本が彼の孤独な生活を物語 っているように

思 えました。

毎年 タリスマスのシーズンになると，ヘ

イステ ィーは町の保安官の計 らいで， ホテ

ルの風呂をただで使わせてもらっていました。

たぶんそれが1年 を通 じて彼が使 う唯一の

風呂だ ろうと，町の人は話 していました。

海賊の ように髪 を伸ば し，黒い眼帯 をした

ヘイステ ィーは，子供だけでな く大人にと

って も，格好のか らかいの的でした。「彼は

きっ と僕の顔を覚えているに違 いな い。」

私は家に近づ くにつれてこわ くなっていき

ました。

ドアをノックしましたが，返事があ りま

せん。もう一度ノックしましたが，やは り

返事はありませ ん。彼 は確かに家の中にい

るはずです。 どこに も行 く所がないのです

から。「ヘイステ ィr」 かす れ るような声

で呼んでみ ましたが， まだ返事 はあ りませ

んでした。 どの くらい ドアの外に立ってい

たでしょうか。 とにか く中に入ってみるこ

とにしました。 カシの木でできた厚い ドア

は， きしんだ音 を立てて開 きました。

「ヘイスティー
。」名前 を呼ん でみまし

た。「ヘ イステ ィー，いるの。」かすかな物

音が聞 こえたように思ったので， ドアのす

き間か ら頭だけ入れて中を見回しました。

中は暗 く冷 え冷 えとしていました。ベ ッ ド

の上に横たわっでいるヘイスティー の姿が

目に映 りました。薄 汚れた毛布 は ボロボ



ロで した。一 日中何 もせず，ただ横になっ

ているようで した。

心臓の鼓動はます ます激 し くなります。

私はゴクリとつば を飲み込む と，思 い切 っ

て 「ヘイステ ィー，何か私にお手伝 いでき

るこ とはありませんか」 と恐る恐る聞 きま

した。そ して名前 を言い，末 日聖徒イエス・

キリス ト教会の監督か らの依頼で来 たこ と

を告 げました。彼は何 も答えませ んでした。

長い沈黙の時が流れました。私は次第に不

気味 になって きました。 「ヘ イステ ィー，

火が消えているよ。」それ でも何 の反応 も

ありません。いたたまれな くなった私は，

外に出て斧 と木の切株 を見つけ，薪割 りを

始めました。「僕 は ここで何 を しているん

だ。どうしてこんなことをしなければなら

ないんだ。」 こんな言葉 をつぶやきながら斧

を振 り下 ろしていると，「つぶや くのをやめ

よ」 とい う声が聞えてきました。「あの老人

は寒 さと孤独に苦 しみ続けている。あなた

は彼 を助け ることができる」 とその声は続

きました。

私は もう一度家の中に入り，火 をおこし

なが ら話題 を捜 して彼に話 しかけました。

で も彼は耳 をか そうとは しません。私は，

きれいでふかふかの毛布 を持って来 ましょ

うと彼に言いました。翌 日さっそ くそれ を

持って訪ね ました。それか ら後は，一 日お

きにヘイステ ィーの家 を訪間し続け，数週

間が過 ぎました。その間にヘ イスティーは ・

少 しずつ話すようになっていきました。 あ

る日，少 し話 した後 で，「どうしてここへ

来るんだ」 と彼が私 に聞 きました。「わし

のような年寄 りの病人の ところに来 るよ ワ

お もしろいこ とがた くさんあるだろう。」そ

う言 うとヘイステ ィーはにっこ りと笑って，

「だが，来て くれるのは うれ しいよ」 と言

ったのです。

私たち家族は，ヘイスティーを感謝祭の

ディナーに招待 しましたが，彼は姿 を見せ

ませ んでした。そこで私たちは食事 を彼の

家 まで運んで行 きました。感謝 の言葉のか

わ りに，彼の目か ら涙が こぼれ落ちるのが

見えました。その後 も訪問を続け，私は彼

が昔，羊飼いだったことや，妻子 を原因不

明の高熱で失 ったことなどを知 りました。

絶望 のあまり彼は， 自分 自身を世間か ら隔

絶 し，国中を放浪して歩いたのです。悲劇 ・

は続 き，顔にできた腫瘍のために片 目を失

いました。そしてその頃から人々は，彼を

あざけ り始めたのです。 しか し，私 にとっ

てこの老人はもう醜 く怖い存在ではなくな

り，学校が終わ るの を待ちかねるようにな

っていま1した。

そしてその年 のク リスマスに，私たち家

族は再び彼を食事に招待 しました。当日，

招 きに応 じて我が家 を訪れた彼を見て，私

たちは大変驚きました。 きれいな背広に身

を包み，にこにこ笑 って立っているのです。

ヘイステ ィーは再び幸せ を見つけました。

自分が必要 とされていることを知ったから

です。

食事 を終えた時，彼は深々と頭 を下げ，

私 たちに向か ってこう言いました。「この家

族の皆 さんは本当に素晴 らしい人たちです。

私 は これ まで長 い間，す さんだ生活 を送

って きました。 しか し，皆さんの愛が私を

す っか り変えて しまいました。心か ら感謝

しています。」

彼のこの言葉 を聞いた時，私の胸の内に

ともっていた小 さな火が大き く燃え上がる

のを感 じました。
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ワ 『 ド部の断 食証会の時のこ とでした・

若い人が何 人か立 って主をほめたたえ，

受けた祝福について証 しました。そ してそ

の後でひ と1)の 老人が立ちました。顔には

苦労を物語 るしわが刻 まれ，髪の毛は老齢

のため真っ白で した。 しか し，その声は霜

の降 りた朝の冴え渡る鈴の音のように澄ん

でいま した。「私は神が生 きてましまして，

人生の道々で私たちを導いてい らっしゃる

ことを知 ってい ます。私がきょうここにお

りますのは，子供の頃の私の祈1)を 神が聞

き.たまい，私が歩む時 にその道を照 らして

下 さったか らなのです。」

彼のこの言葉 を理解す るためには， ある

12歳 の少年が一人前に仕事 を始めた遠い昔

にさかのぼ らなければな りません。少年は

ウェールズの片田舎の炭鉱の村に住んでい

ました。そこでは男とい う男はみんな採炭

所で働いていました。少年はあと数週間で

12歳 にな り，村の他の少年たちと同様に採

掘所に出ることになっていました。彼は，

どこにで もいるようなごく当た り前の男の

子で，家族 を助けるためには学業を断念 し

て働かなければな らないとい うことをよく

知っていました。 ところが ある朝，学校に

行 く途中，彼の人生に大きな影響 を与 える

ある出来事が起 きたのです。それは恐怖 と

い うものをひしひ しと感 じさせ る事件 でし

た。

炭鉱夫が住む住宅の方に向か って小さな

行列が丘を上 がって来 ました。ふた りの男

が担架 を運び，ひ と1)が 先頭を歩いていま

した。皆炭塵で顔が真 っ黒に汚れてい ます。

担架の上には死体が横たわっていました。

茶色の毛布に包まれた小さな死体でした。

だれかが尋ねま した。「こん どはだれなんだ

い。」「デー ビー ・エ ドワー ズだよ。落盤に

や られたんだ。かわいそ うにな。」前の方に

いた男が答えました。

少年は再 び学校への道 を歩き始めました。

しか し彼の頭はデイビー ・エ ドワー ズのこ

とで一杯で した。死んだデイビー ・エ ドワ

ー ズと少年 は，一緒に丘 を歩き回った1)，

ニデ ィズ リン山の雑木林で栗 を集めた り，

グイ ドン川の土手で野生のブラックベ リー

を摘んだ蓄)した もので した。ハ リエニシダ

の茂みが途切れて森林 が広がると二ろに立

って，一緒に春のおとずれ を告げるカッコ

ウの，憂い を帯びた鳴 き声に耳 を傾けたり

もしました。

「ああ
，ふた りで過 ごした 日は もう帰 っ

てはこない。デ イビーは もうす ぐランバ ン
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チの丘の墓 に葬 られ るんだ。今度は僕が採

炭所へ行 く番だ。」少年 はしみじみ思いまし

た。生まれて初めて恐怖 というもの を体験

したのです。それでも彼はその恐怖 を口に

は出さず，胸におさめてい ました。

12歳 の誕生 日がきました。彼は父親から

次の月曜 日に採炭所で働 くことになると知

らされ ました。土曜 日の午後，彼は父親 と

一緒に村に下 りて行 きました
。 そこで父親

は彼を小間物屋に連れて行 き，彼にモール

スキンの作業ズボン とウェールズ地方特有

のネルのシャツを買ってや りました。 また

食物 と装備 を入れる トミーボ ックス と茶か

ん，それに炭塵が足をつたって上がってこな

いよう膝下でズボンをしば る皮のひ もを買

って与 えました。

月曜 日の朝は冷たい雨まじりの天気で し

た。 しか し，少年の心は もっと冷え冷 えと
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していました。彼は熟練 した鉱夫 であるデ

イ ・ジェンキンスの相棒 として働 くことに.

な っていました。経営者側は父 と息子が一

緒に働かないように勧 めました。 とい うの

は， もしも事故で親子がいっぺんに死んで

しまったら外聞 をはばかることになると考

えていたか らです。

エレベー ターで下降す る時，彼はデイ ・

ジェンキンスの傍 らに立っていました。炭

鉱夫たちのランプのチラチ ラす る明か りで，

エレベーターか ら父親の姿 を見 るこ とがで

きました。父親はほほ えみ返 して きました。

父親のそばには，村か ら来た別の12歳 の少

年が立 っていました。

ドスンという音 をたててエレベーターは

採掘場に到着 しました。扉が開いて降 り立

つ と，馬や ロバ のにおいが鼻 をつ きます。

これ らの動物は， トロッコの出 し入れに使

われていました。そ して馬丁 といわれる男

が，世話 をしていました。

狭いレールに沿 って相棒 について行 くと，

トンネルの端の切 り羽 に着 きました。デイ

は上着 を脱 いで，天井 を支 えている材木か

ら突 き出た釘にひっかけました。それか ら

同じように， トミーボックスと茶かんも釘

にかけました。少年 も同じようにしました。

石炭 の層は1メ ー トルほ どの厚 さしかな

いので，デイはほ とんど膝 をつ きっぱなし

でつ るはしをふるっていました。少年 の仕

事は，石炭 をトロッコに積 み込み，馬や ロ

バの糞を別の トロッコに積 み込むことでし

た。積 み終えると馬丁がや って来て， トロ

ッコをエレベー ター まで運びます。そ して

地上へ引き上げ られ るのです。

このよ う、に して月 日は過 ぎ去 って行 きま

したが， 日一 日と少年の闇 をきらう気持 ち

はつのっていきました。時折土砂が積 もっ



て坑道が きしむ時があ りました。そのよう

な時には，天井を支えている材木が折 れて，

自分 とデ イが今に も押 しつぶ されるのでは

ないか と思ったもので した。そう，友達の

デイビーのことが頭に浮かんで くるのです。

自分 も茶色の毛布 に包まれて，担架にのっ

て帰宅す るのではないか と。

それでも，一 日のうちで心か ら楽 しめる

ひ とときが あ りました。デイはつるは しを

置いて，「来い よ，ぼ うず。飯の時間だぜ」

と言ったものでした。ふた りはランプの薄

明1)の 中で， トミー ボックスか ら弁当 を出

1して食べ ました。時折デイは，奥 さんの作

ったウェールズ風のケーキをごちそ うして

くれました。少年はまるで天国にで もいる

ような気持 ちがしました。

ある 日奇妙なことが起こ りました。デイ

がつるは しをひ と振 りする と突然切 り羽に

穴が開 き，小さなほ ら穴に通 じたのです。

それはせいぜい小部屋 ぐらいの大 きさで，

天井はがっ し『)とした岩でできているよう

でした。そ して片側の垂直の壁のほぼ肩の

高 さの所に，岩が棚のようにせ り出してい

ました。

ところがその同じ日，ふた りがほら穴の

中で昼 食をとっていた時のことです。坑道

に雷鳴のような音が響 き渡 りました。地面

が ぐらぐら揺れ，デ イは飛び上がって少年

の腕 をつかみました。「爆発だ。ぽ うず，こ

れは火事になるか もしれないぞ。防火用の

布 を穴の入 り口に掛け るんだ。生 き残 るチ

ャンスはその くらいしかない。」ふた りは急

いでその小 さいほ ら穴の入 り口に重 い布 を

釘づ けにし，座 って時が経つの を待ちまし

た。やがて炎が近づ き，熱気が伝わって き

ました。

地上では村人たちが炭坑の入 り口の回り

に集まっていました。救助隊 も送 り込まれ

ましたが， たちまち飛び出してきました。

「生存の可能性 はまったくありません。何

しろ坑 内は火の海ですか らとて も離 出は不

可能です。」それが彼 らの報告で した。炭鉱

の所有者たちは会合 をし，す早 く決定 を下

しました。近 くを流れる運河の水 を坑内に

流 し込 んで消火に当たるというのです。「私

たちの夫は どうなるの。」ひ とりの婦人が叫

びました。彼女の悲痛な叫びに人々はただ

首 を横 に振るだけでした。

ふた りがいる小さなほら穴にも猛烈な熱

気が立ち込めてきました。ただ空気はいく

らか入 って きてい ました。そのまま， まん

じりともしない時間が過 ぎて行 きました。

ふ と水の音が聞こえました。その水は しみ

込むようにほ ら穴に流れて きて，初めは靴

の先 をぬらし，次に膝 まで達 し，さらに水

量 を増 してきました。

デイは棚の ようになった岩に登 り，少年

を傍らに引き上 げました。水位が増すにつ

れ熱気は去 っていきました。今度は気味の

悪い静けさがあた りを圧しています。「ぼ う

ず，祈れるかい。」デイはささや きました。

「ん， できるよ。お母 さんが生きていた時

に教えて くれたんだ。」「じゃ，おまえとお

れのために祈 って くれ。それしか望みはな

いo」

少年 は目を閉 じました。 しか し， しばら

くはどうしても言葉が出て きませんでした。

それか ら少 しずつ祈 りの言葉が出てきたの

で した。それはあたか も苦悩す る心からし

ぼ り出すかのような祈 りでした。「優しいイ

エス様，私たちはこの闇の中でお祈 りしま

す。あなた様以外に私たちを助けて下さる

方はいらっしゃいません。 もしみむねなら

ば もう一度 日の光 を見 るこ とがで きるよう
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にして下 さい。私 たちが丘 を登って家に帰

れるようお助 け下さい。心 う一度鳥の声 を

聞き， ライソッグの山に昇る太陽 を見 るこ

とができます ようお願いします。私 たちは

ここに とり残され，あなた様 の助けを必要

としています。アー メン。」デイは少年の肩

に腕 を回して祈 りを聞いていました。「あり

が とう，ぼうず。 もう怖 くはないよ。」それ

か ら数時間が過ぎ，夜になったので しょう。

ふた りは眠って しまいました。そして起 き

た時にはランプの灯は消えていました。今

度は真っ暗です。あくまで も暗 く，不安 を

駆 りたてるような闇です。そしてその暗黒

と共に，恐れや寒さ， ぞっ とするような恐

怖が襲って きたのです。少年は 自分が茶色

の毛布に包 まれ，丘 を担架で運ばれている

姿 を見たような気が しました。デイは少年

の恐怖に気がつ き，彼の肩に手 を置いて慰

めました。

デイは，「ぼ うず，少 し歌って くれ ない

か」 と頼みました。しばら くため らった後，

少年は恐怖におびえた声でこう歌いました。

わがたましいの

慕 う主 イエスよ

みむねの もとに

あ らし去 るまで

か くまいたまえ

天にみちび き

少年はさえ渡るテナーでそのコ』ラス曲

を歌いました。しかし，それから先は声がつ

まって歌 えませんでした。デイが体 を震わ

せなが ら泣いているのがわか ったか らです。

闇の中では時の経過があ まりよくわか り

ません。"しかし，飢 えと渇 きの猛烈な苦痛

は容赦な くや ってきます。「皮をかんでみな，

ぽうず。少 しは腹のた しになるぞ。」デイは

少年にそう教えました。少年は膝の下に巻
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いてあった皮のひ もをはず してかみ ました。

新 しい ものだったのでなめ しの味が まだ残

っていました。それで も激 しい空腹感は和

らぎました。それか らふたりは再 び眠 り，

また一 日が過 ぎていきました。そ して今度

はデイも最後が近いことを知 っているかの

ように 口をききませんで した。少年は飢え

と渇きのために無 口にな り，次第に落 ち着

きを失 ってきました。完全 な闇が きょうか

たびらで覆 うかの ように少年 を包んでいま

した。 ただ死 を待つのみでした。

する と突然遠 くから声が聞こえてきました。

「そこにだれかいるのか。」声は次第に近づ

いて きました。そしてだれかが防火用の布

をはず しました。ランプがデイと少年 を照

ら します。「これは奇跡だ。生 きているぞ。」

男は他 の救助隊員に向か って叫びました。

デイは歩 くことができました。'しか し少年

の方は，小型エ レベーター まで救助隊員に

運ばれ， そこか ら地上 に上げられ ました。

ついに死 を免れ， 日の光 を見ることができ

たのです。少年の父親は，その爆発で死ん

で しまいました。それでデ イビー ・エ ドワ

ーズの家族が彼 を家に連れて帰 りました。

数 日して親族だ とい う人々が谷のはるか彼

方から彼を引 き取 りに来ました。人の話で

は，みんななかなかいい人だけれ ど，アメ

リカで始まった何か聞 いたこともないよう

な教会の会員だ とい うことでした。

彼の新 しい家族の人々は，皆 でアメリカに

移住す る計画 を立てました。そして，ついに

その時がや って来 ました。こうして彼らは

ユ タのこの山あいの地 に居 を構えたのです。

老人は次の言葉 で証 を結びました。「兄弟

姉妹の皆 さん，この ように して恐怖の中か

ら信仰が芽生 え，闇の中か ら生命の光が照

らし出されたのです。」
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「ば 』か・元の車線に戻れ。早 く・」私はあ

りったけの声で叫ぴました。 しか し

1000フ ィー ト(約300メ ー トル)の 上空であ

る上に，飛行機がす さま じいエ ンジン音 を

立てているのですか ら，下を走 っている黄

色 い車の ドライバーにまで私の声が届 くは

ずはあ りませんでした。眼下に今 まさに起

ころうとしてい る惨事 を食い止めようと必

死になるあま り，私はまるで自分が車のブ

レーキを踏んでいるかの ように，右足のペ

ダル を力い っぱい踏んでいました。何の助

けもできないとわかった時，私は，目、をお

おいた くなって しまいました。

それは，初春のある午後の出来事で した。

パ イロッ トのライセンス を取ったばか りの

私は，黄色い小型飛行機 を操縦 し，眼下に
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ルを強 く踏むので，機体は右側ヘ グラ ッと

傾 きました。2台 の車は今 にもぶつか りそ

うです。私は悲鳴に近 い声で叫び続けまし

た。ふた りの ドライバーには聞 こえるはず

がない とわか っていて も，そうせずにはい

られませんでした。何 とか黄色い車 を元の

車線に戻す方法はないか とあせ りましたが，

どうに もな りませ ん。空か ら見 るとその差

はあと2セ ンチ くらい しかあ りません。緊

張のため声は出な くな り，体 は硬 直してし

まいました。機体 は，大き く右へ左へ と揺

れてい ます。

ブルーの小型車が突然道の右側にそれる

のが私の目に映 りました。ついに ドライバ

ーが危険を察知 した と思った次の瞬間，黄

色の車 も同 じ方向にそれて行ったのです。

危険を避け ようとして必死だったのでしょ

う。黄色の車はブルーの車の真正面に飛び

込んで行って しまいました。

2台 の車が正面衝突 した音は，私 には届

きません。不気味なほどの静けさで した。

ほこ りが雲の ようにあた りに舞 い上が り，

ブルーの車は クルクル回りながら溝の中に

落ちてしまいました。車の破片が飛び散 り，

太陽の光 を反射 しなが ら落 ちて行 くのが見

えました。そしてどちらかの車 に乗ってい

た人が車か ら放 り出され，1回 はねか えさ

れて地上にたた きつけられた様子が小 さく

見えました。

すべてはそれで終わ りです。はっと気が

つ くと，飛行機 はコン トロールを失いかけ

てい ます。私はあわてて正常な位置に戻す

と，続けて旋回 し始め ました。ハイラム と

●

マ ンチュアの町か ら，パ トカー，消防車，

救急車が先 を争 って事故現場へ向かってい

るのが，上空から見ている私には， ひどく

遅いように思われ ました.。私は上空を旋 回

しなが ら様子 を見ていましたが，胸が悪 く

なるのを覚 えました。そしてそれと同時に，

言いよ うのない怒 りがこみ上げてきました。

「私はできる限 りのこ とをした。で も， ド

ライバーには，私の声が届かなか った。」

涙があふれてしまいました。飛行機 を下 り

た時には，すでに太陽が沈みかけていまし

た。プロペ ラがゆっ くりとその回転 を止め

ました。私は機外に出ると静かに腰 を下ろ

し，近 くの草む らか ら聞こえて来るこおろ

ぎの鳴 き声 とエ ンジンがさめるかすかな音

を聞いてい ました。体 の震えは簡単にはお

さま りませ んでした。この事故で2台 の車

に乗 っていた6人 全貝が死亡 した と後で知

らされ ました。生き残った人はひ とりもい

なか ったのです。

安全のために飛行機にロープ をかけてい

た時だったと思います。突然私は声 を聞い

たような気がしました。「御父が どんな思い

をしておられるかわか ったでしょう。御父

は私 たち人類が 自由意志を持つ ことをお許

しになりました。そして，私たちが御父の

気持 ちを顧みず，愚かな間違 いを犯 したと

しても，御父はそれを黙って見ておられる。

そのお気持 ちが今わか ったで しょう。」

その声は私にそう告げたのです。
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帰らなくてもいいのですね

C・ ジ ヤック ・レモン

1レ ィジアナ 。バ トンルージェ伝道本部で

のスタッフ会議がちょうど終 わっわ時，

電話が鳴った。電話はニュー オー リンズで

伝道中のオルソン長老か らで，慌てふため

いているようだった。後輩の同僚のフ リー

マン長老が大型 トラックにひかれて病院に

運ばれたが， ゾー ンリーダー と連絡が取れ

ないので，どうしたらよいか尋ねて きたの

である。

私はオルソン長老に，妻 と一緒に2時 間

以内に行 くので安心す るよ うに と言った。

病院に駆けつけると，私たちはその病院で

看護婦 をしているマー ガレ ット・シモンズ

姉妹の出迎 えを受けた。シモンズ姉妹の説

明では，'フリーマ ン長老は骨盤が2カ 所折

れて3分 の1に ひびが入 り，脾臓が破れ，

肋骨 も折れた りひびが入った りしている。

また腎部 も骨折 し，腹部 に大量の出血があ

り，ほかに もひど くはないが多 くの傷 を負

っている， とい うことであった。

フ リーマン長老が手術室 を出て集 中治療

室に移 されるまでに1時 間以上過 ぎた。医

師 は言った。 「で きる限 りのことはしまし

た。24時 間もてば助か る可能性はあると思

いますが，その見込みはほとんどないでし

ょう。J

それから整形外科医が来て，フ リーマン

長老の体 を牽 引装 置に取 りつけにかかった。

私はその作業が終わるのを待 って，外科医

をそばに呼び， ソル トレー ク ・シティーへ

詳細な報告 をす るために必要 な情報 を求め

た。整形外科医の話では，骨折の状態はま

るでポキンと半分 に折れたかの ようにきれ

いであるが，完全に治るまでには集中治療

に1週 間，牽 引に2カ 月，さらに再び歩け

るか どうかの判断を下せ るようになるまで
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半年から1年 待って，分析 を受 けなければ

ならないというこ とであった。

私はその若 い宣教師を見舞 って，彼に神

権の祝福 を施 してもよいか どうか許可を求

めた。許 しが与えられると，私は5人 の気

遣 う長老たち と共にフリーマ ン長老 を囲ん

だ。そ して彼の同僚が油 を注ぎ，それか ら

私がみたまに感 じるままに，彼は治 ると祝

福 を告げた。私たちが頭か ら手 を離す と同

時に，フ リーマ ン長老は意識を取 り戻 して

私の方 を見上げ，こう言った。「レモン伝道

部長，帰らな くてもいいのですね。」何 とい

う信仰であろう!私 は， 「まだ君 の伝 道 は

終わっていないよJと だけ答えた。

集 中治療室 を出ると，、す ぐそばに医師た

ちが立 っていたが，彼らはわけがわか らな

いといった顔つきであった。恐ら く神権 の

力が作用 しているのを見たのは初めてだっ

たのであろ う。シモンズ姉妹は私 をわきに

引っ張って行 くと，彼らが黙 したままじづ

と祝福が施 される様子 を見ていたことを話

して くれた。

入院して3日 目に，予想されていたより

5日 も早 く， フリーマン長老は集 中治療室

を出た。 それか ら数週間，フ リーマン長老

は骨 を正常な位置に戻すため に牽引装置に

つ ながれたままであった。 ところがそ うし

た不 自由きわま りない状態の中にあっても，

彼はレッスンプランを暗記 し，病院の職員

に福音 を教 え，教会の回復につ いて証 をし

たのである。病院で彼 を知 らない人はいな

かった。院長 も例外ではなかった。

事故に遭 ってか ら6週 間目にフリーマン

長老は退院して，バ トンルー ジェrの伝道本

部に帰 ってきた。私たちが車 を本部の前に

回す と，彼は車か ら降 り，松葉杖 をついて

私のオフィスに歩いて行った。医師の予想

よ り9カ 月近 くも早 く，彼はやせてゆるく

なったズボンがず り落ちないように，ベル

トの下 に聖典 を入れて退院 して きたのであ

る。

伝道本部で1カ 月間働いてか ら，フ リー

マン長老は任地 を決めて くれるように求め

て きた。そこで私は彼 を監督長老 としてべ

一カーに派遣 した。べ一 カーに着任 してま

もな く，彼は松葉杖 を使 うのをやめ た。彼

は今，ハ モン ドでゾー ンリーダー として仕

えている。歩いた り走った りす る時は軽 い

びっこをひ くが，他 の宣教師たちと変わ り

な く伝道生活 を楽 しんでいる。・

マシュー ・フ リーマ ン長老は，神権の力，

信仰 の力 を示す生 きた模範 である。私は神

権が与 えられていることを主に感謝す ると

共に，勢力 と思いと体力 を尽 くして伝道の

業に仕 える，フ リ胃一マン長老のような立派

な青年 たちがいることを主に感謝 している。
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コ ロラ ド州 コルテスの近 くに・ メ

サバー ドキャニ オンが あ りま.す。

この メサバー ドキャニオンの絶壁 の

上には，天然の岩の くぼみにつ くられ

た町のあ とが残 ってい ます 。昔 はイ

ンデ ィアンが住 みつ いていて， そ こ

に住む インデ ィア ンは， タ リフ ドウ

ェラー(絶 壁の住人)と よばれて い

ま した。

インデ ィア ンたちは，平地 にマ メ

や トウモロコシを植 えて いたので，

かんたんなハ シゴや，岩 を くだいた

足がか りや手 がか りをた よりに，。け

わ しい絶壁 を登 りお りしました。年

よ りや子 ど もに とっては，水運びは，

きけ んな仕事だ ったに ちがい あ りま

せ ん。 しか し， いろいろな ものを し

まってお く， ほ らあな もあって， い

ったん家 に入って しま うと， て きの

こうげ きを受 ける ことが少 な く，安

全 です。

この ような村は， あち こちにあ り

ますが， コロラ ド州南部の メサバー㌧

ド国立公園の ものが，一番 よ く保存

され ています。 インデ ィアンたちは，

集会所や倉庫，家族用 の何百 ものア
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パ ー トな どを，何 百年 もか けてつ く

ってい ったのです。中には，4階 建

ての もの もあ ります。

13世 紀のおわ りごろ， メサバー ド

の タ リフ ドウ ェラーは，他 の土地へ

行 って しまい ました。 しか し，道具

がい くつか と， 焼物 と，バスケ ッ ト

が残 ってい ました。その 中のあ るグ

ループは，バスケ ッ トをあむ部族 と

して知 られて います。彼 らが，なぜ

い な くな って しまったのかは， いま

だに 「な ぞ」 ですが，30年 も干ばつ

がつづ いたせ いだ とす る人 もいます。

昔 は，水が な くなって しま うと，人

が住 めな くな り， 多 くの町が ゴース

トタウ ンにな ってい きました。

今 では， 国立公 園で クリフ ドウェ

ラー を守 るように して， だれ もが，

歴 史のひ とこまを見 るこ とが できる

ように してあ ります。陽の光 にてら

し出 され る と，神秘 的なふんいきが

ただ よい，未知 の世 界へ とひ きこま

れ るよ うです。
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カ ウボ}イ ァ リは・宙 をとび まわ

りなが ら， おい しいバ ラの くき

につ いてい るア リマキの群 を守 りま

す。ア リマキの後 ろの方 で，黒 いア

ンテナ をピタピクさせ なが ら， ア リ

マキのおなかか ら，.小さな しず くが

出て くるの をまっていて， それ をな

め るのです。 まるで， カウボー イが

牛の ミル タをしぼ るようです ね。こ

の金色に光 るしず くは 「みつ」 で，

ア リの大切 な食 りょうです 。アフ リ

カの土人た ちは， 虫たちが葉 の上 に

ためた 「みつ」 を食べ ます 。モー セ

が イス ラエ ル人 をひ きいて，エ ジプ

トを出て行 った ときも， 食べ たか も

しれ ませ ん。

世 界中， いろいろな所 に， 虫たち

、
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が お とした 「みつ 」の しず くがかた

まった場所 があ ります。アフ リカや

オー ス トラ リアには， と くにた くさ

ん， その ような場所 があ って， それ

1を 集 めて， 食 りょうとして売 ってい

ます 。

カウボー イア リは， おなかがす く

と， 自分 の集 めた 「みつ」 を， みん

な食べ て しまい ます 。で も， おなか

がす いていない ときは， ア リマ キた

ちか ら， で きるだけたくさん 「みつ 」

を集め て， おなか にある， とくべつ

なポケ ッ トに しまってお きます。 そ

して，巣へ もって帰 り， ほか のなか

まに分け てあげた り，冬 のため に し

まってお いた りします。

カウボー イア リは， いつ もア リマ

■ 一

ドゆ ヨド

1凝凝灘

%牧

r笈

，17

伽

一篇

γ

盛

グ
σ

彪
㌘、・と ク

キに，気 を くばってい ます 。時には

ほか の虫たちの群 に も目を向け ます。

ち ょうど， 人間がいろいろな動物か

ら ミル クをしぼ るように， カウボー

イア リも， いろいろな虫たちか ら，

「みつ」 を集 め るのです
。 ヨコバ イ，

コナカイガラ虫， そのほか糖分の た

くさんある木にっ く， いろいろな虫

たちの助 け をか りるこ ともあ ります。

おひゃ くしょうさんたちは，作物に

虫がつ いているの を見つけ る と， と

て もおこ ります 。

カウボー イア リに守 って もらって

いる虫たちは， ほか の虫よ りも，幸'

福 です 。 もし， ア リたち の防禦力 を

ため してみ たければ， とが った草で

ア リマ キ をつつ いて みて ごらんな さ
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い。 カウボー イア リの防禦 のみ ごと

さに，お どろ くことで しょう。オオ

カ ミが家畜 の群 をね らうように，大

きな虫た ちが， チ ャンス さえあれば，

小 さい虫におそいかか ろうとしてい

るのです。

テン トウ虫がや って来 る と，たい

へ んです。 テン トウ虫は， ようしゃ

な く，ア リマ キを くいあ らします。

カウボー イア リは，黒 いア ゴを大 き

くあけて， テン トウ虫にかか ってい

きます 。赤 いはねのテン トウ虫は，一

地面に， つ きお とされて しまい ます 。

カウボーイは， 自分 の群 を， て きの

手か ら守 らなければな らないのです 。

秋が近づ くと， メスのア リマキ を集

めて，生んだ タマ ゴを，地下 の倉庫
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に しまいます。

成長 したア リマ キは， タマ ゴの よ
プ

うに，か んたんに運ぶ こ とはで きま

せ んが，木 のか わや，葉 のか げ をね

ぐらにす ることが'できます。 カウボ

ー イア リに とって， ア リマキたち を

みんな集 め ることは， たいへ んな仕

事 です。冬がおわ ると， カウボー イ

ア リは，ア リマ キた ちを， トウモ ロ

コシの根本 などにつれて行 きます6

やが て， タマ ゴがか え り，2週 間

くらいで成 虫にな ります。春に生 ま

れたばか りのア リマ キは，秋に タマ

ゴを生 むア リマ キ とは，ず いぶ ん形

がちがい ます 。春 に生 まれる， はね

のないア リマキは，単性生殖.(た ん

せ いせ い しょ く)で 生 まれ るア リマ

キなのです 。単性 生殖 とい うのは，

オスのア リマ キがいな くて も生 まれ

る とい ういみです。 この よ うなア リ

マ キは， タマ ゴ として生まれ る前に，

母親の腹の 中で，生 まれて しまって

いるの です。

カウボー イア リは，ア リマ キを春

の世界 にお くり出す と，ア リマ キが

「みう」 を集 めるの を見守 らなけれ

ばな りませ ん。もし，「みつ」が少 し

しか集 まらなければ，べつ の所へ つ

れて行 かなければな らないのです 。
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私のお父さんは,ボ ストンで音楽を

勉強していました。何年もすごすう

ちに,私 もお父さんのように,楽 器

がひけるようになりました。そして,

自分が生まれてきた,こ の世界が本

当にすばらしい,と 思いました。

一番よくおぼえているのは,お 田

さんのひざの上で,森 へ行って祈っ

た予言者ジョセフ･ス ミスの物語を

きいたことです。私たちのアパート

のまわりには,教 会がたくさんあり

ました。だから,ジ ョセフがどの教

会へ行こうかとまよった話を聞いた

ときには,ジ ョセブの気持ちがよく

わかりました。

それから,私 たちの思ったこと,

言ったこと,し たことはふしぎな方

法で書きのこされていて,い つかそ

れにもとついてさばかれるのだと,

お田さんは話してくれました。その

話は,こ わいとは思いませんでした

が,自 分のすることに,せ きにんを,

かんじるようになりました。

みなさんも,お 父さんやお田さん

から読み書きをならったことでしょ

う。私のお父さんは,ニ ューインク

ランド音楽学校がいそがしかったの

で,私 は4歳 ぐらいの時から,お 田
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さんに読み書きを教えてもらいまし

た。｢よ うせいの本｣と いうのがあ

って,私 は,い ろいろなくうそうを

しながら,読 みました。そのようせ

いは,小 さいけれども,い ろいろな

よいことをして,そ して月旅行もす

るのです。

それから,ヨ ーロッパからアメリ

カへやって来だ人たちのお話も読み

ました。その人たちの子どもの子ど

もの,す っとあとのそのまた子ども

が私なのです。私は,と ても感動し

ました。

ジョセフ･F･ス ミス大管長の時

代に,教 会員は笛週,家 庭のタベを

するようにといわれました。私のお

父さんは,タ 食がおわると,私 たち

を小さなテーブルのまわりに集めて,

モルモン経を読みました。私たちは,

その年のうちに,は じめからおわり

まで読んでしまいました。

お田さんから字をならっていまし

たから,番 がまわってくると,私 も

大きな声で読みました。ニーファイ

第三書の,す くい主が天からおりて

来られるところになると,む ねがわ

くわくしました。モルモン書,イ テ

ル書,モ ロナイ書は,か なしい気持
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☆新春のメッセージ☆

1982年 に向 けて,さ'ら に

大 いな る ビジ ョンを

日本･韓 国地域

代表役員

菊 地 良 彦

日 本伝道80周 年の昨年は･主 から豊かな恵み と祝福 をいただ き･割 ある
年 とす るこ とができました。

私 たちは,1982年 度 もさらに主の業を推 し進めるために信仰 を高め,勇 気

を持 って,主 のみた まと共に力強 く歩んでいきたい と願 っています。

もちろん今 まで通 り,会 員による伝道,フ ェロー シッピング,什 分の一の

完納,ホ ームテ ィーチングなどを奨励 しなが ら,お 休み会貝の活発化や神殿

参入 と系図活動 を強力に推 し進めていきたい と思ってい ます。 とりわけ,会

貝に よる伝道は全てのプログラムの基本をなす ものです。 もし改宗者が生ま

れなければ,教 会はやが てその機能 を失って しまいます。特に,教 会の飛躍

的な発展に伴 い,指 導者 の育成が大 きな課題 となってい ます。このため1982

年 は指導者の育成に力 を入れ ることを主題 としたい諏と思います。

全ての 日本の聖徒がいつで も主のみ心に従って多くの羊を養 い育て人々に,

仕 えるようになるために以下の事柄 を心に留めていただ きたい と思います。

第1に どのような召 しにあっても,あ るいはどの ような責任を得ていよう

とも主 と聖霊の導 きを常に求めて下さい。時々,私 たちは次のよ うな間違い
うち た

を犯す ことがあ ります。｢彼 らは主の義 を打建てんために主 を求めず して,あ

らゆる者おのが心のままに振舞いおのれ らの神の姿を求むれ ども,そ の姿は

人の世の像に してその本質は一個の偶像 な り。｣(教 義 と聖約1:16)
い の ち ち か ら

第2に 主に仕 えるに必要 な4つ の要素｢生 命｣｢光 明｣｢み た ま｣｢能 力｣を

増 し加 えて下 さい。(教 義 と聖約50:26-27参 照)
きよ

第3に すべての罪から潔 くなって下さい。｢汝 らもしすべての罪 を洗われて
きよ

潔 くせ らるるな らば,イ エスの名によりて何事にまれ欲す るところを願 え,

さ らば皆与えられん。｣(同 上50:29)

最 後 に,エ ノクの民のような信仰 を持 とうではあ りませんか。｢主 はその土

地(日 本)を 祝 したまいたれば,民(日 本人)は 山の上 と高 き所にて祝福 を
まこと

受け誠に栄えた り｣(モ ーセ7:17)と な るように雄々 しく前進 しましょっ。

大 いなるビジ ョンを持 って献身 される皆様の上に主の祝福があ ります よう

に。
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